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1
前の論夊ではEliotの詩劇TheCocktailPartyの中で示 された 「二
つ の 道」を 取 り上 げ,こ の劇 とTheMurderintheCathedral,The








に止ま り続け,新 たな精神に 目覚めた意識を持ってこの世を生きる道を言
う。
又先の論文で二つの道の考え方がEo皹QuartetsY`おいてすでに見られ








い るFourQuartetsが一冊 の詩集 として出された のは1944年であ るが,
第 一の`BurntNorton'は1935年Yこ書かれ独立 した作品 として出 され てい
る。 この`BurntNorton'は先のTheMurderintheCathedral(1935)
が製作 され た時,劇 として上 演す るには不 向きだ と言わ れた断片が詩 人の
心 の中で だ んだん と詩 を形造 ってい った もので あるとEliot自身 が語 って
(2)
い る。TheFamilyReunion(1939)の出 された翌 年第二 の ・EastCoker・
が 出され た のであるが,こ の詩を書いてい る時 にFourQuartetsとして
の構想力・わ ・・た と・れ 叡Eli。 ・ 自身ヵ・述 べて、、(3)o引き続い て、94、年
には`DrySalvages'が,1942年には`LittleGidding'がつ くられ,`Burnt
Norton'で取 り上げ られた テーマが基礎 と友 って展開 され、変調 され,ま
とめ上げ られてい る。以上 のよ う1こ`BurntNorton・か ら出発 したFour
Quartetsの詩劇 との関わ りの深 ぎが考察で きる。 実際に二 つの道 とい う
言葉は1950年のTheCocktailPayま で 用い られ て いないが,Four
Quartetsの中にすでにその考え泰見 られ ると思われ1る。
FourQuartets:のテーマを一言で述べ ることば困難であるが,そ 乳 は時
と永遠の関係、時 の中に生 きる人間が どの ようにして永遠に触れ るごとが
で きるか,ま た時 と永遠が どのよ うに調和,和 解 され るか等で あるとい え
る。 ここで は特 に人間の世界 とその中で の生 き方を直接取 り上げ てい 為と
思われ る個 所を具体的に見 てい ぎたい。`'・r㍉
II
第一編 の`BurntNorton'.で幸福に充ちたひ と時を体験した者が,そ の
光 　'みちた一瞬が この世 を超 えた世界 の存在を知 らせ るものであるこ とを
知 り,時 の中に生 きる者 とし て,ど の よ うにしてその存在に近 づ くこ とが
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Investing form with lucid stillness 
Turning shadow into transient beauty 
With slow rotation suggesting permanence 
Nor darkness to purify the soul 
Emptying the sensual with deprivation 
Cleansing affection from the temporal. 
















るためV',感覚を空し くし,魂 を浄化する世界を意味する。完全な恩恵 と
魂の浄化とい う方法が示されるが,こ こで更にくわしく説明されるのは暗
闇の世界である。
     Descend lower, descend only 
     Into the world of perpetual solitude, 
    World not world, but that which is not world, 
     Internal darkness, deprivation 
    And destitution of all property, 
     Desiccation of the world of sense, 
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 Evacuation of the world of fancy, 
Inoperancy of the world of spirit; (5)
と表わ され てい る世界は十字架の聖 ヨハネのTheDarkNightoftheSoul
に示 され て い る神秘思想Y'みられ る世界で あ り,魂 が神にむかって進 む時
に辿 る道で あ る。 これ はいわゆ る否定 の道 として説 明され,感 覚 も思い も
精神 も完全 に この世に属す るものか ら切 り離 され,空 し くす ることに よっ
て浄化 され てい く道で ある。 この よ うに暗闇 と関わ りのあ る世界 は くわ し
く述べ られ てい るが,一 方の光の世界は ここでは説明 されていない。 この
こ とは現代 にお いて神 の豊かな恩恵Y'対して全 き信頼を寄せて生 きる こと
の不可能 な ことが暗に示 されてい ると考xる ことができ る。 しか しエ ピグ
ラ フY'`Thewayupisthewaydown'とあ るようY',こ こで述べ られ
ている暗闇 に下 ってい く道 も時を超えた存在に向か う一 つの方法 であ り,
ここで はた だ一つ の道であ るか の ようv".'されている。 この ようY'ここで
は時 を超xた 世界に気付いた者Y'対し てこの世は相容れ ない様相 を示 し,
否定 の道 の可能性だけが示 され てい る。
さて`BurntNorton'で個人 的な経 験 として述 べ られ てきた人間存在の
問題は第二 の`EastCoker'に移 る と人類全体の生活の 誕 生,成 長,老
衰,死 とい うパ ターソで'とらえ られ,時 の推移が考察され てい る。`East
C(>ker'の第皿 のmovementでも矢張 り現代社 会が取 り上げ られ てい る。
この時代 の人間 の住 む世界は空虚で あるが ・彼等 の死後 の世界 も単な る空
間で しかな く,空 し く過 ぎ去 ってい く人間存在が示 され てい る。あ らゆる
種類 の人々,身 分 の高い人 も財宝 をもっている人 も著名 な人 も同様な生活
を送 り,消z.てい くことにな る。 この暗黒Y'包まれた世界,人 間存在の意
味 も理解 されない世界 の状況の中V'ありなが ら,一 方で違 った世界の存在
を見 出す可能性 も示 され る,`Isaidtomysoul,bestill,andIetthe
(F)
darkcomeuponyou/WhichshallbethedarknessofGod,'邸ち,目
覚 めた意識 を持つ ことに よって この暗黒が神 の暗闇に変化す る可能性が示
され る。続いて現代社会 の 日常生活 の中で体験 され る具体的 な暗闇が述べ
られ ている。第 一は劇場で舞台が暗転 し,舞 台で使われ た全 ての装置が取
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                   In order to arrive there, 
To arrive where you are,  to get from where you are not, 
  You must go by a way wherein there is no ecstay.
In order to arrive at what you do not know 
  You must go by a way which is the way of ignorance. 
Irt  order to possess what you do not possess 
  You must go by the way of dispossession. 
 In order to  arrive at what you are not 
















火星 との通信,霊 媒による降神術,腸 ト,水晶占い,手 相,ト ランプ占い





                      But to apprehend . 
The point of intersection f the timeless 
With time, is an occupation for the saint-
No occupation either, but something given 
And taken, in a lifetime's death in love, 
 Ardour and selflessness and  self-surrender.• 
For most of us, there is only the unattended 
Moment, he moment in and out of time, 
The distraction fit, lost in a shaft of sunlight, 
The wild thyme unseen, or the winter lightning 
Or the waterfall, or music heard so deeply  -
That it is not heard at all, but you are the music 
While the music lasts.  These are only hints and guesses, 
Hints followed by guesses; and the rest 
Is prayer, observance, discipline, thohght and action. 
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られ てい る。聖人達 は これ まで述べ てきた聖 ヨハネの否定 の道 と密接 な関
係を持つ。即 ち,彼 らは神へ の生活 のためV'自己を捨 て,全 き愛のために
捧げ尽す ことを神 との交わ りV'到着す る唯一の方法 として受け入れ,徹 底
的な生 き方 をす る。 これは`BurntNorton,'`EastCoker'で示 され た道 を
生 きる人 と考}ら れ る。 しかし,今 まで とは異な り,こ こでは第二 の種 類
の人 々が描かれ てお り,し か も`Formostofus'とい う表現 によって先
の生 き方 よ りも一般的で多 くの人hY'向け られ た もので ある ことが示 され
てい る。彼等 は先 の交点を理解 す ることは不 可能であ り,た だ ある瞬間 を
経験 して,そ れV'よって半 ば暗 示を うけ,半 ぽ推測す ることV'よってのみ
その点を認め得 る種類の人間である。しかし,こ の二種類 の人 々に とって
共通 なのは時 を超えた存在,即 ち永遠 の世界を 自覚 し,真 実の生 ぎ方を求
め てい ることであ る。しか もこの時を超 えた世界 の存在を知 るのは どち ら
にし ろ,人 間 の力Y'よるのでは な く,あ る瞬間に神か らの恩恵 とし て与え




の中ですでに用い られ てお り,こ れ らは一瞬 の うちに過 ぎ去 るヵミ,歓喜に
あふれ,喜 びに満 た され たある束 の間の時を示 してい る。`BumtNOrton'
では個人的な経験 として,又`EastCoker'では人類の味わ う体験 として
語 られていたが,こ の ような経験 が ここでは意味を持ち始め る。誰 で も体
験す るこのよ うな一瞬に,あ る人達 は時 を こえた世界 をかい間みでその一
瞬の意味を尋ね始める。 この探究 の意識 を持つ ことに よって この世は新 し
い様 相を示す よ うになる。 この よ うY'`DrySalvages'の中で,こ れ まで
とは違 い,特 別な生 き方 をとらないで 日常 的な世界 の中で,祈 りや行為を
通 じて生 きる方法が,し か も大 多数 の人 間の取 る道 として示 されている。
以上の よ うに二つの生 き方が,こ こではじめて提示 され ることv'なる。
最 後の`LittleGidding'では これ までのテーマが統合 され て述べ られて
いる。LittleGiddingは何世紀 も前 に祈 りの共 同体が作 られ,人 々が祈 る
94.
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ために訪 れ たイギ リスのある場所 であるが,そ のチ ャペルへ行 く道に生け
垣があ り,第 皿の 皿ovementではそれに三つ の花が咲 くと述べ られ てい
る,
There are three conditions which often look alike 
Yet differ completely, flourish in the same hedgerow: 
Attachment to self and to persons, detachment 
From self and from things and from persons; and, growing 
between them, indifference 
Which resembles the others as death resembles life, 
Being between two  live-unflowering, between 
The live and the dead nettle.  (10
ここで花 を 咲牟さない花 のindifference(無関心)と 二つの生 として示
され るattachment(愛着)・detachment(超脱)と の間には外見的に似て
い なが ら決 定的な違いが存在す る。 これ はこれ まで と同様生 き方V'つい て
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わ判た現代世界に対す る描写は初 期の詩か ら変わ ってい ない。TheWaste
Landの`Unreal℃ity'で始ま るLondonの描写は 同じLondonの都市
を描写した`BurntNorton'の一節 と殆ん ど同じ ようY'現代社会 の荒廃を
描 き出している。DanteのLimboを下敷 に持ってお り世界 の空 しさを一
層強調している。 これ 以後TheHollowMenにおい ても`Notthatfilla1
(11),
meeting/Inthetwilightkingdom'に見 られ るよ うY',この世は薄暮 の
世界であ り,希 望 なき世 として示 され,FourQuartetsまで一貫 した表現
亅
が続いている。




















見 られた厳しく激しい生 き方の追究,徹 底した自己否定,こ の世からの離
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脱 とい う考 え方は後半では強 くは 示 されな くなる。すでに`EastCoker'
の中で も人 間V'とって唯一の知恵は謙虚であ り,年 をとってもいつ まで もr
'
探 究者で あ ることが必要であ り,あ らゆ る瞬間V'燃える人生で ある ことの
必要 性 も述 べられ てい るが,後 半V'入って くる とよ り広 く,日 常 の生活を
「肯定す る考 えがみ られ る
。HelenGardnerが前半のtragicな調子が後半
(12)
Y'なるとCOT111Cな調子 になる と指摘 しているが,確 かに ここで もっと楽
観的で包括 的な方 向へ移 っている と考 え られる。
更に`DrySalvages'においては受 肉の完全な理解は聖者に委 されなが
ら,平 凡 な人間に とって も受 肉を半ぽ推測 され る暗示,半 ば了解 され る賜
物 として与 え られ,人 生,歴 史の真実 な意味が発見 され うる。 とい うのは
過去に しろ未来にしろ,時 とい うものが 意味を 持ち始 め る か らであ る。
それが`LittleGidding'に入 るど 一層全体 の様子は 明か るさにみち,全
てを受け入 れる豊 か さが みられ る。時 を超 える世界を知 った者は 自己のあ
りのままの姿を認 め,愛 の存在 を発見す る ことに よって,重 要 なのは今,
この場所で ある ことを知 ることにな る。愛が存在するか らこそ,愛 着 にも
一層 の意味 が与 え られ る。 このよ うな生 き方を発見する時,`allshallbe
(13)
welland/Allmannerofthingshallbewell'と言われ,よ り広 く,
寛大な生 ぎ方が容認 され てい くことにな る。以上 の ようにFourQuartets
の中で の変化は詩劇に見 られ る変化 と一致し,愛 の中で肯定 の道 と否定 の
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(8) Collected Poems, p. 201. 
(9) Ibid., pp. 212-213. 
 90 Ibid., p. 219. 
(11) Ibid., p. 90. • 
90  cf.  'The Comedies of T. S. Eliot' in T. S. Eliot: The man and his Work, 
 (ed) Allen Tate, (Chatto & Windus, 1967) p. 161. 
(10 Collected Poems, p. 219.
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